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研究成果の概要（和文）：日本の技術革新の特性を記述するため，いくつかの典型的な産業分野の技術開発の時
系列的動向，各技術分野及び関連技術内部での進展，背景となる社会的事象との関係，自然史環境との関連の4
つの視点からの分析を行った。そのための具体的方策として，個別の技術分野の技術革新の構造分析と類型化，
技術革新プロセスのグラフ分析，技術革新の時系列的整理を行った。あわせて，技術開発の動向を規定する自然
環境を自然史の視点から総合的にとらえる概念として，自然の範疇に人間活動や人間自体を包含する意味でのア
ントロポシーン(Anthropocene)をフレームワークとして提案し，この概念の有効性及び必要性を国際会議等で確
認した。

研究成果の概要（英文）：We have analyzed the technology innovations in Japan from the following four
 perspectives. They were trends of technology development in some typical industrial fields, 
progress in technology as the internal history, relation with social phenomenon as the backdrop, and
 interaction with environment which includes natural history. Specifically, the following three were
 conducted. They were structural analysis with typing of technological innovation in individual 
industrial technology fields, graph analysis of technological innovation process, and chronological 
organization of technological innovation. We also proposed a framework of the Anthropocene as a 
concept to comprehensively capture the trend of technology development with the perspective of 
nature environment and nature history. We suggested that the nature includes issues by humans 
activities and humans themselves. We confirmed the effectiveness and the necessity of the framework 
concept with international conferences and etc.

研究分野： 産業技術史
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１．研究開始当初の背景 
長期に渡る経済的停滞のなか，技術革新に

よる産業の活性化の重要性が指摘されてい
る。研究代表者は，産業技術博物館の創立・
運営の現場での経験をもつ。産業技術博物館
の創立に携わっていた当時に比べて，産業に
応用された科学技術を評価・保存・継承する
動きは，徐々にではあるが顕在化してきてい
る。しかしながら，未だ系統的に行なわれて
いる状況にあるとはいえない。 
その一方で，日本経済絶頂期の 1980 年代

に，海外で広く言われていた「欧米の基礎研
究へのタダ乗り論」や，長期に渡る経済的停
滞を我が国の科学技術の「独創性不足」の責
とする主張も見られた。これには，「基礎は
欧米，応用や商品化が日本」，「基礎研究は応
用や商品化の上位」，あるいは「技術は科学
の応用にすぎない」といった欧米的ステレオ
タイプな見方が普及し，産業に応用された科
学技術の高度さが矮小化されて正しく伝え
られていないことの影響が見られた。 
実際の産業に応用されてきた科学技術は，

このようなステレオタイプな見方に当ては
まるような単純なものではないことが知ら
れるようになった。応用研究や技術革新に投
入が求められる資源は大きく，技術的課題の
解決のためには独創性も必要であることが
共有されつつある。このような応用研究や技
術革新の特性に加えて，ものづくりの現場で
の日本的な知の共有プロセス等も織り込ま
なければ，日本が果たしてきた科学技術への
貢献を正しく評価し，次のステップに繋げる
ことは困難であると考えられた。 
研究代表者等が所属する国立科学博物館

は，国内唯一の国立の総合的科学博物館であ
る。日本の産業技術についても，江戸期から
現代に至る資料を調査・研究，収集・保存し，
研究や教育，人々の観覧に供してきている。 
産業技術史資料情報の調査については，

「所在調査（分野別に悉皆的に行なう）」，「技
術の系統化調査（産分野別に技術革新の流れ
を探る）」等を実施してきている。文部科学
省科学研究費補助金特定領域研究「日本の技
術革新－経験蓄積と知識基盤化－」（平成 17
～22 年度）で得られた「日本の技術革新大系」
では，技術革新の現場からの直接の情報をま
とめてきている。 

 
２．研究の目的 
日本をはじめとする先進国では，高度な科

学技術を用いた「ものづくり」産業の空洞化
が指摘されている。科学技術を維持し，人々
の生活を向上・充実させていくためには，そ
れぞれの国や地域の自然史などを含めた特
性を踏まえて，背景や文脈となる周辺情報を
含めて体系的に伝承していく必要がある。フ
レームワークなる視点を検証しながら，業界
団体や学協会等との連携により，実際の技術
開発の現場に携わってきた技術者の経験に
基づく実証的な調査を分析し，技術革新の発

達史の視点から日本の科学技術の特性を明
らかにすることを目指した。 

 
３．研究の方法 
本研究では，技術革新とその背景に着目し，

産業界で実際の技術開発に携わってきた技
術者の経験に基づく実証的な調査を活用し
た個別技術分野について背景を含めた分析
を行った。分析にあたっては，時間軸と空間
軸及び社会的背景を鑑みることができるア
ントロポシーンなどの概念によるフレーム
ワークを構築し，各技術分野でのフォーカス
した分析と，産業活動およびそれと影響を与
え合う自然環境，人々の社会的営みを想定し
た相互的な視点からの分析を行った。特にア
ントロポシーンなど新出のフレームワーク
の適用については，国際会議や学会などを通
じて，自然史，環境，層序，考古，科学哲学
などそれぞれの分野の専門家との意見交換
を行い適用可能性の検証を行った。これらを
基に，1.技術革新の構造分析と類型化，2.技
術革新プロセスのグラフ分析，3.技術革新の
時系列的整理と特徴の分析，4.技術の系統化
図の分析により，日本の産業技術や科学技術
の特性を明らかにすることを目指した。 
 
４．研究成果 
技術革新の構造分析と類型化，技術革新プ

ロセスのグラフ分析，技術革新の時系列的整
理と特徴の分析，および 技術発達の結果で
あるとともに技術開発を規定すると考えら
れる環境概念を包括するアントロポシーン
(Anthropocene)のような時間軸と空間軸を
組み合わせた視点からの分析フレームワー
クを構築してその適用の検討を行った。これ
により産業技術の変遷を自然環境や文化的
背景を含めた視点から俯瞰し，散在する技術
史的な知見の連関を自然史というプラット
フォームを意識しながら論議する実用的な
フレームワークの構築と具体事例への適用
を行った。 
自然環境からの産業技術への直接的及び

間接的な影響，産業技術からの自然環境への
影響，またそれにより変化した自然環境から
の影響のやりとりを織り込む方法の概念と
具体的事例への適用については，自然史系と
技術史系両方の国際会議や学会で専門家と
意見交換を行った。人類初期の生活全般の技
術から，集団生活あるいは農耕開始時期の技
術，ローマ・エジプト・中国・インド・イス
ラム等の古い文明，ルネサンス，大航海時代，
万博に代表される近代を経てその活動が地
球規模の影響を与えるようになった現代の
最先端科学技術までの技術史について，自然
環境や人工物やエネルギーの大量生産・大量
消費・大量交流などの時間で変化する背景を
含めた適用を試みた。 
これらにより，1970 年代の「技術革新の

停滞がイノベーションの停滞を招いた」こと
や 20 世紀末の欧米の基礎科学に「ただ乗り」



論等の指摘は必ずしも適切ではないことな
ど，従来の印象とは異なる経緯も明らかにし
た。技術の系統化調査を用いた日本を中心と
する産業技術開発や発達のいくつかの具体
的分野については設定した複数のモデルが
適用できることを明らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 4-1 層序発達型モデルのイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-2 要素集合型モデルのイメージ 

 
国内外の学会や国際シンポジウムで報告

して検証を行うとともに，知見を広く共有す
るコミュニケーション活動を行った。 
また，今回のフレームワークに用いるため

に術語としての Anthropocene（アントロポ
シーン，人新世，ヒトの時代）について整理
を行った。学術用語としての Anthropocene
は，「完新世(Holocene，0.011784Ma＝11,784
年前以降の時代)の次に来るヒトの活動の影
響が地球的規模になった地質時代」であるが，
一般用語としての Anthropocene はヒトの活
動の影響が地球的規模になった時代の諸問
題を総合的に考えるための概念である。なお，
この意味でのアントロポシーンの用い方の
初出は，ポール・クルッツェンの 2000 年と
なる。 
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